
体力中等度以上で、のぼせぎみで顔色

赤く、いらいらして落ち着かない傾向

のあるものの次の諸症：鼻出血、不眠

症、神経症、胃炎、二日酔、血の道症、

めまい、動悸、更年期障害、湿疹・

皮膚炎、皮膚のかゆみ、口内炎

（注）「血の道症」とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に
　　　伴って現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状を指します。

＊2018年2月改訂

1.次の人は服用前に医師、薬剤師又は登録販売者に相談してください

2.服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、
直ちに服用を中止し、この文書を持って医師、薬剤師又は登録販
売者に相談してください

3.1ヵ月位（鼻出血、二日酔に服用する場合には5～6回）服用しても
症状がよくならない場合は服用を中止し、この文書を持って医師、
薬剤師又は登録販売者に相談してください

4.長期連用する場合には、医師、薬剤師又は登録販売者に相談して
ください

階段を上ったり、少し無理をしたりすると
息切れがする・息苦しくなる、空せき、発
熱等がみられ、これらが急にあらわれた
り、持続したりする。

発熱、かゆみ、発疹、黄疸（皮膚や白目が黄
色くなる）、褐色尿、全身のだるさ、食欲不
振等があらわれる。

長期服用により、腹痛、下痢、便秘、
腹部膨満等が繰り返しあらわれる。

腸間膜静脈硬化症

のぼせぎみで顔色が赤く、いらいらする傾向のある方の口内炎、湿疹・

皮膚炎、胃炎、二日酔、不眠症、鼻出血、血の道症に効果があります。

口内炎 湿疹・皮膚炎
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